

















































































































































































米 精麦 小麦粉 鶏卵 牛乳 みそ しょうゆ 野菜
S35 92 82 80 86 60 89 24 90

























































飲 米 麦 も豆 類野 魚 肉 加 調 清酒 共外
食 類 菜 介 ・ 工 味 涼・ 同食
費 ・ お 卵 食 料 飲菓 炊・
雑 よ ・ 品 ・ 料子 事学
穀 び 乳 類 油 ・ 校
． 乾 脂 果 給
い 物 物 食
S30 149．2 66．7 124 6．6 11．2 9．4 6．9 3．4 1生7 16．3 1．6
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炊
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で
肺沢及び和子の部落に於いて、共同炊事を実施
しております。第一回春等農繁期には16戸が共
同で行ない、良好な成果をおさめ夏季農蝶期に
は25戸が加入し・ますます部落ぐるみの体格向
上につとめ、叉共同精神の発展に寄与し、共同
作業や共同経営の動きも生れ来ることと但じま
す。
写真3　共同炊事の模範献立表（S3＆8，15『立科時報』より）
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図2　共同炊事による体重増加
　　（S38，8，15『立科時報』より）
年寄りが受け取りに来た。【『立科時報』：昭和
38年8月15日号・昭和39年3月25日号・昭
和39年6月15日号】
　高度経済成長期の農業労働力不足の結果，
再び行われた共同炊事であったが，当時，専
業農家が多かったN集落の場合には共同炊
事はなく，これまで通りの戸別の炊事が続け
られていた。
〈公民館結婚式：儀礼食が家庭の外へ〉
　この時期，公民館結婚式と言う形で，儀礼食（披露宴で出される食事）の新たなスタイルが提案
された。婚礼の場が自宅の座敷から公民館に移動したという以外に，食事や酒の内容・量，調理担
当者，1回分の食数食べもの，並べる膳など様々な面でこれまでにない形が取られた。
　総理府が音頭を取った「新生活運動」の一環として，結婚式の合理化・簡素化をめざした公民館
結婚式が，昭和30年代から40年代にかけて全国的規模で広まった。当地では，青年団の主導によ
り公民館，婦人会の三者が連携し，立科村結婚改善委員会を結成して結婚改善が勧められた。総理
府という官の指揮下にあった運動は，地域の文脈において多様な展開を遂げ，地元住民の力で地域
をよくしていきたい，という草の根的な「生活改善」が展開された。［山崎2004：159］立科町でも「天
下り的なものではなく下からの盛り上がったものでなければならない」「青年の手によって明るい
住み良い村を造って行こう」と，青年団が紙上で熱く呼びかけている。【『立科時報』昭和32年4月
20日号】
　昭和30年代前半の『立科時報』には，「結婚改善」に関する記事が集中的に掲載されている。「繭
価引き下げ，薬用人参の暴落等…　今後の生活に暗いものを感じずにはいられない。」このよう
な難局を乗り切るために，「さしあたっての問題として考えられることは…　町青連で取り上げ
ている結婚改善だと思う。」とその必要性を強調している。そして「経費を節約し農機具を購入し，
省いた手間をつぶさず農作業にふりむけ生産の向上をはかる。式場を家の座敷から集落公民館にう
つして儀式用とされてきた座敷を開放して日常生活を明るくする。…素晴らしい思い出となる…
新婚旅行を計画する。」と具体的な提言がなされている。また，それは節約に留まらず，家と家の
結びつきを最優先してきた従来の結婚式に対し，民主主義にのっとった当事者を中心に据えたもの
であることが訴えられている。【『立科時報』：昭和32年10月25日号・昭和33年10月21日号・昭和
34年11月13日号】
　公民館結婚式における食について見ると，婚礼の日の午前中に婿が仲人や近親者に伴われ嫁方へ
あいさつに行き，盃ごとの後に一杯ご馳走になるムコイリ（アサムコ）は省略されている。花嫁が
生家を出発する前に花嫁姿を披露して門出を近親者や友人，近所の人たちに祝ってもらう宴（ミタ
テ）は生家ではなく公民館で行う。また，花嫁が婿方に到着してから行う披露宴（ミツメ）の場も
公民館へと移された。
　従来，嫁方，婿方の自宅で行われていた宴では，「リョウリニン（サン）」と呼ばれる，日常は農
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業を営みある程度料理の心得のある人に宴会料理を頼んでいた。銘々膳で本格的な本膳料理を用意
する以外に，大根やニンジンで高砂の爺婆の細工ものまで作ってくれ，それに対しては現金を包ん
で渡していた。また，リョウリニンの下働きと言う形で隣組や親戚の女性が下ごしらえや調理，配
膳を手伝った。食器類や膳は，個人で所有している場合もあったが，共同で購入していたものを使
用し，客は食べきれなかった料理を折などに詰めて自宅で待つ家族へのみやげとして持ち帰ってい
た。
　このようなやり方に対し，公民館結婚式では，「（従来の婚礼のように）個々の家で台所の人出を
多く使って，無駄なゴチソウを腐るほど作るよりも」必要量のみを作って十分楽しめるはずだ，と
いうことで，瓶詰めのお酒1合・赤飯1合・60円の折づめ・豆腐汁1杯，と一人の分量が制限され，
料理等については松・竹・梅の基準が設けられた。【『立科時報』：昭和33年10月21日号・昭和33年
4月18日号・昭和34年11月13日号】リョウリニンは頼まず，料理は簡略化され，隣組の人たちが
公民館に備え付けられた食器類を使って準備し，銘々膳を使わず座敷のテーブルに料理を並べ，業
者から仕出しをとった。Yさんは昭和60年代まで，隣組の手伝いで公民館結婚式に3回ほど出た
ことがある。料理は仕出しを取ったものと，隣組5軒・クルワ（親戚）からの手伝いの女性達が作っ
たものを組み合わせて出していた，と言う。この他に，公民館では花嫁衣装も貸し出した。【『立科
時報』：昭和34年11月13日号】
　「（婚礼は3日間に亘り）三回も四回も宴席がもうけられ…　　これらの祝宴を一回で済ませた
い」【r立科時報』：昭和33年10月21日号】と言う希望は，段階的に取り入れられて行ったようであ
る。少なくとも昭和30年代前半には，ミタテとミツメは個別に行われていた。「ミツメ」を公民館
結婚式で行った記事が掲載されている。【『立科時報』：昭和32年4月20日号・昭和33年4月18日号】
残念ながら，『立科時報』に立科町のミタテとミツメの予算に関する記事は載っていないが，事前
に結婚改善のモデル指定村として視察に行った小県郡浦里村の例として，
　「○披露宴費用
　　　A　もらい方（酒二合付き）
　　　　　　松160円　竹150円梅140円
　　　B　くれ方（酒一合付き）
　　　　　　松110円　竹100円梅　90円」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と紹介されている。
　つき出しは松・竹・梅から選ぶようになっており，Aがミツメ，　Bがミタテの費用を示している
ものと思われる。町の中央公民館が開設されたのは昭和40年代に入ってからのことで，昭和30年
代の公民館結婚式は，各集落の公民館分館で行われていたことから，嫁方・婿方の各集落でそれ
ぞれにミタテとミツメを行うことが多かったようだ。昭和40年代には，ミタテとミッメは合体し，
結婚式は一本化された。昭和50年代に公民館結婚式を挙げた人によれば「友人・同僚が飾り物や
パンフレットなど作って印刷し，バックミュージックの曲選びや司会，後片付けまでやってくれて，
手作りのあたたか味があって，金をかけなくても結構派手だった。」と言う。ご祝儀の金額は定
められ，来客一人あたりへのもてなしの出費も少ないが，客は友人や会社関係の人も含め，150～
200人を招待できた。
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　『立科時報』における「結婚改善」に関する青年団の熱い呼びかけの記事は，昭和31年から34
年の3年間に集中し，その後，熱が冷めたようにプツリと途絶えてしまう。3年間に，7，8集落で2，
3組ずつのカップルが公民館結婚式を挙げたと報告されている。このような地味な結婚披露宴の減
少の理由として●地域の交際や贈答の慣行に馴染まない，●通婚圏の拡大により公民館結婚式をし
ていない地域の人との結婚が増えた，●市街地の結婚式場が増えた，などが挙げられている。実際，
昭和40年代後半には，隣町のJAや小諸・上田などに開設された結婚式場で，派手な結婚式を行
う人が増えた。しかし，昭和30年代前半から始まった立科町内の公民館結婚式は，最終的に平成
の初頭まで続いていた。現在は会場の提供や花嫁衣装の貸し出しはしていないが，留袖の貸し出し
を行っている。
　高度経済成長期末から結婚式の本格的な外部化が始まり，やがて葬儀の場も自宅から斎場へ移行
した。自宅で行われていた婚礼でも，「仕出し」など外部からの儀礼食を持ち込む場合はあった。
しかし，高度経済成長期の公民館結婚式は，このような流れの中で，民間の結婚式場利用に先立ち，
儀礼食の「作る場」，「食べる場」を家庭の外へ移した例として位置づけられるのではないだろうか。
Φ ・肥やしから廃棄物へ
　高度経済成長期における行政の「衛生」活動は，自給によって支えられてきた食のシステムに大
きな影響を及ぼした。食物生産の環の中に組み込まれていた尿尿（しにょう）や家庭雑排水（台所
や風呂の排水）は，「肥やし」から「廃棄物」へと姿を替えて行った。
　この時期以降の上下水道整備の全国的な動向を見ると，1960年（昭和35年）の上水道普及率は
すでに半数を上回り，1990年（平成2年）には9割以上に達している。他方，下水道に関しては，
1961年（昭和36年）の普及率が6パーセントだったが，1980年（昭和55年）に30パーセント，
2000年（平成12年）に62パーセント，2008年（平成20年）に72！7パーセントへと高まった。【図
3参照】
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　　　　　　　図3　全国の上下水道普及率の推移
　　　　　　　厚生労働省健康局水道課調べより作成
http：／／www．mhlw．gαjp／topics／bukyoku／kenkou／suido／database／kihon／suiLhtml
　　　　　　国土交通省都市・地域整備局・下水道部資料より
　　　　作成http：／／wwwjswajp／05＿arekore／motto／07／index．html
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〈タメと肥やし〉
　では，N集落ではどのようであったか。まず初めに，高度経済成長期以前の尿尿の循環システム
を見てみよう。畑に大きめの穴を掘り，藁を敷きつめて肥ダメの床を作った。そこに便所から汲み
だしてきた尿尿をかけ，腐らせて堆肥にした。汲みだしてきたものを直接，撒いていた家もあるが，
多くの場合，このような肥ダメを2つ作り，寝かせておいた肥やしの方を掻き出して代掻きの前の
田んぼや畑へ持って行き，わらと共に撒いてから水を入れた。昭和20年代半ばから化学肥料を使
い始める家もあったが，大半の家庭では，衛生車（バキュームカー）が来る昭和40（1965）年以前は，
肥やしを撒いていた。便所の便器の下をのぞくと途中，水平に1本の棒が渡してあり，落下した便
が下に溜まっているもので跳ね返らないような工夫がしてあったと言う。0氏宅では，オリンピッ
クの頃，ちり紙の替わりに新聞紙を使っていた。
　また，台所の流しの壁を隔てて屋外に，「タメ」もしくは「流しジリ」と呼ばれた大きな桶（直
径6尺（1．8メートル），深さ6尺ほど）が埋め込まれ，そこに流しや風呂の排水を溜めておいた。
正確には，桶の3分の1は屋内の床下に，3分の2は屋外に埋められていた。屋外部分には，四角
い小さな穴が開いた木の蓋がかぶせてあり，その穴から小用なども足せるようになっていた。
　当時，水と燃料の節約のために，ドラム缶で五右衛門風呂を共同で炊いて入る「組湯」，「スイフ
ロ」をする家庭もあった。数軒で組んで当番制で風呂を立て，そこへ全家族が出かけ順番に入浴し
た。風呂炊きの当番になると，自分たちが入ることができるのは夜中になってしまい，屋外の暗闇
の中で汚れた湯に入らねばならなかった。「垢でトロトロになった湯は，よい肥料になる」と言って，
タメに流して台所の排水や尿と混ぜ合わせ，タメから汲み上げたものを田畑まで運び，肥やしとし
て撒いていた。
　昭和36年に満3年の歳月をかけて行われてきた上水道敷設が完成した。その竣工祝賀式典を記
念して，街頭にはチンドン屋が繰り出し，町内各所では映画会が催され，町をあげて水道完成の喜
びに沸きたっている様子が報じられている。【『立科時報』：昭和36年4月30日号】
　水道の敷設後昭和40（1965）年頃から組湯は姿を消し，風呂桶やタイル張りの風呂に改装す
る家庭が増え始め，自分の家で入浴するようになったが，タメはまだあった。但し，その水の行き
先に変更が生じ始めていた。Yさん宅では，タメは3ヶ月くらいでいっぱいになってしまうので，
ポンプを使用して太いホースで汲み上げて，「野菜を植えていない」畑の片隅へ誘導して地下へ浸
透させ，肥やしとして使わなくなっていた。流しジリなのでそんなに「汚くない」という考え方か
ら「畑へ返した。」N氏宅でも，流しジリの水は庭先に埋めた土管を通して用水へ流していた。こ
の頃には，土間を板張りに改装するなどの台所改善を行う家庭も目立ち始めた。油ものの食器洗い
には，クレンザーや灰をタワシのように丸めた縄に付けて洗い，中性洗剤はまだ使っていなかっ
た。しかし，洗たく機の出現と共に粉せっけんを使用するようになっていた。昭和52年になると，
町で家庭雑排水浄化槽導入事業が始まる。一方，下水道工事は観光地である女神湖や白樺湖では昭
和50年代に開始されるが，農村部で始まるのは平成2年で，Yさん宅の地域で着工したのは平成
5年であった。［『立科町誌歴史年表』］
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〈衛生車（バキュームカー）の登場〉
　昭和30年代半ばの『立科時報』には，公民館が推進母体となり，新生活運動の一環として「蚊
やハエのいない住み良い町を作ろう」と言う呼びかけの記事がいくつか掲載されている。その前年
に町内の小学校で集団赤痢が発生したことが，引き金となっている。月ごとの実施計画が立てられ，
　3月　殺鼠，便台周囲の掻き取り
　4月　便台内の殺菌，堆肥・厩肥の処理
　5月　床下殺虫…
　と続いている。【『立科時報』：昭和34年7月6日号】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　また，翌年の記事では，「町内一斉ねずみ駆除
　　　（5）　　第留号　　　　立　　　科　　獲れた四百九十四匹」と言うタイトルで，ネズ
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写真4　完成間近のし尿処理場
　　　（S40，7，15『立科時報』より）
ミ捕りコンクールの結果が報じられている。【『立
科時報』：昭和35年1月1日号】
　上述したように，N集落の下水道の敷設は平
成に入ってからのことであるが，昭和39（1964）
年には，立科町・望月町・北御牧村が合同で蓼北
衛生組合を設立し，翌年，尿尿を処理する衛生セ
ンターを開設している。これはバキュームカーに
よる便所の汲み取りの開始を意味する。「し尿は
従来農家の肥料として処分されてきましたが，最
近化学肥料をほとんど使うようになったため，…
学校，役場，…などのし尿処理に当たっては，…
山間部に大きな穴を掘って捨ててきましたが，た
ちまちのうちにいっぱいになる」ので，センター
開設が切望されていた。この施設で分解滅菌され
た尿尿は，真水に近い状態になり鹿曲川に放水さ
れた。【写真4　参照】
　このような衛生活動については翌春にも掲載されており，町内の全戸一斉の家屋・畜舎の大掃除
と薬剤散布が行われた。「一番のカやハエの発生源である堆肥や厩肥処理は不完全なものが多く，
被覆してないのが全体の八十一％にもおよび」【『立科時報』：昭和41年5月30日号】とあり，これ
までありがたい物として扱われていた「肥やし」が「蚊や蝿の発生源」として，やっかい者扱いさ
れ始めている。
　生活排水や尿尿に対する人々の意識が，この時期に大きく変化した様子が明確に読み取れる。そ
れ以前は，数家族が入浴した後の垢でトロトロになった風呂の水すらも捨てず，便所の尿尿と共に
「肥やし」として再利用し，次の食べものの生産へとつなげていた。高度経済成長期に衛生活動が
盛んになると，タメの水は畑に埋め，便所の尿尿はお金を支払って衛生車によって回収しに来ても
らう「廃棄物一捨てるもの一」となったのである。
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　しかし，ここで注意を払わねばならないのは，話者がタメの水を「捨てる」と言う言葉を慎重に
避け，穴に埋めたものの栄養分を土から浸透させて「畑へ返す」と表現していることである。タメ
の水も便所の尿尿も，行為のレベルでは実質的には「捨てられた」。しかし，「畑へ返す」という微
妙なニュアンスを含んだ表現を用いることにより，タメの水を「肥やし」と「廃棄物」の中間に位
置づけ，意識のレベルで「捨てる（ビシャル）」ことに対する「後ろめたさ」を緩和させるようと
したのではなかろうか。このような「後ろめたさ」は，高度経済成長期の食生活にも読み取ること
ができる。
⑤・・ Tビシャル（捨てる）」ことと向き合う
　現在，家庭においても学校給食，学生食堂，社員食堂，レストラン，居酒屋，割烹や結婚式場な
どの外食施設においても，残飯が出れば，それらは当然のこととして白昼堂々と捨てられている。
回・　　躍諭△°・
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め胆外　噺嘲超ぷ棄廃の菜野
　　　最も極端なケースは，一定の風味の質を
1　　確保するために調理10分後に廃棄するハ
…　ンバーガー（、、，p、／／ww＿、kk，、bp、。j，，
　　　archives／216／216023．html），消費期限が切
れる少し手前で一括廃棄されるコンビニの
弁当，おにぎり，サンドイッチ類である。
特に0157の発生以来，廃棄することの義
務付けは厳しくなった。農林水産省の『食
品ロスの現状について』（H20．8．8）http：／／
www皿af£go．jp／j／study／syoku＿loss／01／
pdf／data2．pdfによれば，昭和40年には
295キロカロリーだった供給熱量と摂取熱
量の差は，平成17年には722キロカロリー
となり，食べ残しや廃棄が約2．4倍に増大
している。家庭の台所から出たゴミの約4
割（38．8パーセント：H14調べ）が，食べ
残し，もしくは手付かずの食品だと言う。
　高度経済成長期の全国紙を覗いてみると，暖冬の影響で正月向けに種を播いた春菊の発育が予定
よりも早く，大量に出回ることによる値崩れを防ぐため，引き抜かれ廃棄処分される様子が写真付
きで報じられている。【写真5参照】その後も，畑にトラクターで乗り入れ，白菜やキャベツを
踏みつぶして廃棄する記事が，幾たびも掲載されている。
　このような時代以前，食べられるものを「捨てる」と言うことは罪悪に等しく，傷んだり徹たり
して食べられなくなった食べものですら「こっそりと」捨てねばならなかった。食べられるものを
堂々と捨てる，ということは，いつ頃から始まったのであろうか。あるいは，それを許容する環境
はどのように作られてきたのであろうか。
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〈ビシャル（捨てる）ことへの「後ろめたさ」〉
　以前，自給に関する調査中に，野菜の始末をめぐる老夫婦の興味深いやり取りに遭遇したことが
ある。S氏は妻を前にして筆者に「（ゴボウの）細かいの（小さいもの）は，オンナショー（ここ
では妻のこと）がビシャッて（捨てて）ます。」と意味ありげに，ほくそ笑んだ。するとS夫人（妻）
が突然，「知ってるだねえ。結構」と言って大笑いしたのである。筆者はこの爆笑の意味がよくわ
からなかった。それについて尋ねてみると，妻は数十年に亘り，調理しにくい小さなゴボウを夫に
知られないように内緒で捨てていた，と言う。自家用に栽培してくれた夫に申し訳ないという気持
ちが働く半面，手間暇かけて小さなゴボウをさばくことの面倒な作業から解放されたいと言う気持
ちが働いたためだと言う。夫もそれをずっと見て見ぬふりをし続けてきた，ということだ。［古家
1993：153］
　夫人が小さなゴボウを密かに捨てていた時期は，逆算すると，高度経済成長期とも重なる。ここ
で注意を払いたいのは，どうして妻が小さなゴボウを「ビシャル（捨てる）」ことを夫に「内緒」
にしようとしたか，ということだ。「捨てる」と言う行為に丹精込めて育ててくれた夫の労に対し
報いていない，という後ろめたさがあった。と同時に，「食べられるもの」を「捨てる」と言うこ
とへの「負い目」があったからこそ，数十年間，夫に気づかれぬよう（少なくともご本人はそう信
じていた。）小さなゴボウを始末していたのではなかろうか。また，夫がその妻の秘密に触れず，
ほくそ笑んだのも，それが食のモラル（食べられるものは捨てずに食べきる。）に抵触する行為で
ある，という価値観を共有していたためであると考える。申し訳ないと思いながらも，せわしい世
の中の流れと，多少の無駄（可食部の廃棄）は許容するという効率優先の価値観がS氏宅にも入
りつつあった，一端を示す出来事と言える。
　食べものを捨てる，ということが全くなかった訳ではない。十分な注意を払ったつもりでも，忙
しい農作業の合間に行う家事で，漬けものに徽を生やしてしまい，そっと捨てることもあった。Y
さんの舅は厳しい人だったので，姑に「おじいちゃんに見られないうちに早く捨てて来い」と言わ
れ，こっそりと捨てた。見つかると，叱られる可能性が大きかったからだ。
　トロトロになった風呂の水すらも捨てずに活用していた時代はそれほど昔のことではなかったは
ずの昭和38年，子供たちも「食べられるもの」を「こっそりと」捨て始めている。学校給食で出
された不人気（おいしくない）の脱脂粉乳を子供たちが先生の目を盗んで「ソッと捨て」，学校付
近の溝が白く濁っている記事が，町の広報紙に掲載されている。【r立科時報』：昭和38年12月17日号】
　この時期，アメリカの余剰農産物処理として押しつけられた脱脂粉乳を政府が学校給食に取り入
れたために，日本の酪農家が乳価格の下落に苦しむ，と言った大人の事情が，子どものこのような
行為に多少なりとも影響を与えた可能性はある。しかし，そのような事情を差し引いたとしても，「子
ども」が「食べられるもの」を「捨てる」と言う行為自体，当時としては許されるものではなかっ
たはずだ。ゆえに「隠れて」捨てている。
　捨てることへの「後ろめたさ」が少しずつ薄れ始めたのは，いつ頃のことだろうか。高度経済成
長期には，実際に「捨てられるもの」が増え始めてきてはいたものの，意識としては捨てることの「後
ろめたさ」が現在よりもかなり強くつきまとっていたようだ。Yさんが嫁いだ昭和43年当時，流
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通の発達で様々なものが手に入るようになり，豊かさを実感するようになり始めていた。タメの水
に関しては前述したが，作ってみたがどうしても美味しくない，と失敗作の漬物や加工品をやむを
得ず捨てる場合，いただきものでも「これおいしくないね」と言って捨てる場合には，「こっそりと」
捨てた。しかし，この頃はまだ食べものを捨てないで食べつくそうと努力し，食べ残しの割合は1
割くらいだったろう，と言う。漬物全体を10とした場合，全体の1割くらいは畑に「返して」いた。
　昭和56年に川西清掃センターが操業開始し，ゴミ収集車がゴミを巡回回収するようになると，
食べきれない食べものをゴミとして捨てることが目立つようになった。平成に入り，物を好きなだ
け買えるようになると，食べきれないほど買ってしまったり，傷んであわてて処分するなど，漬物
を大量に捨てると言うことも出てきた。食べられるものを捨てることが増え，全体の3割くらいに
なっている。高度経済成長期と比べると，ものが溢れていると言う以外に，子どもたちが成長して
独立し家族の人数が減ってきたので，毎食の食事や保存食も段々残ってしまうようになってきたと
いう事情もある。現在，生ごみはドラム缶よりも大きいポリ容器（コンポスト）に入れて半年くら
い寝かせて発酵させてから，肥やしとして畑に撒いている。
〈節約の知恵（カッタンネー）と残り物の活用〉
　では，「食べられるもの」を捨てないための知恵を人々はどのように培ってきたのであろうか。
大正12年生まれのN氏によれば，『カッタンネー』（必要に応じた量に少し及ばない，の意。カッ：
強調，タンネー：足らない）と言う言葉が以前はよく使われていた。「カッタンナク作っておけば，
無駄んならね一，」と言った。必要最小限しか作らない，余らせて捨てるほど作らない，と言うことだ。
無論，人寄せの時には『カッタンネー』は禁物で，十分な食べものが揃っていなければいけない。
この時には，お手伝いの人たちにみんな持たせてやるくらい，余るくらいに用意しておかないとい
けない。余るほど作れ，と言われた。『カッタンネー』は，あくまでも日常食における節約の心構
えである。（他地方の富裕層では人の出入りが多いため，常時，ご飯を大量に炊いて備えておいた
という話を聞いたことがあるが，N氏は元地主で，集落では平均以上の規模の田畑を有していた。）
　小麦粉が余りそうな場合には，野菜を入れておやきにして利用した。主食を捨てるなどと言うこ
とは想像も及ばなかった。漬物も古漬けで酸っぱくなると，塩出しをして煮て食べ，気易く捨てる
ようなことはなかった。
　5年ほど前にあるイベントでご飯を炊いたら，ヒューズが飛んで芯のあるご飯になってしまった
と言う。昭和20年生まれのYさんは，これらのご飯を捨てるのはもったいないと思い，水で溶い
た小麦粉と混ぜ少量の味噌を入れて，油を引いたフライパンで焼き，コネツケヤキモチにして参加
者に食べさせた。60代以上の人たちは，それを食べて懐かしがったが，高度経済成長期に生まれ育っ
た40～50代の人たちは「こんなおいしいものが身近で簡単にできるんだね。」とコネツケヤキモ
チの存在自体を知らなかった。冷蔵庫がない時代，夏場には量をたくさん作らないようにして食べ
きるようにしていたが，それでもご飯が残った場合はコネッケヤキモチにして子どもに食べさせて
いた。高度経済成長期くらいから，残ったご飯の活用法が，家庭の中で伝えられなかったのではな
いか，と言う。
　N氏は大正生まれなので学校給食の経験はなく，母が作った握り飯などを昼食として学校へ持っ
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て行き食べていた。食べものを残すと言うことは賛沢だと思っているし，そのようなことはしなかっ
た。特に副食は十分になかったので無駄にはせず，ましてや残すはずがなかった。学校給食で行わ
れた残飯処理など，それまでの家庭の食生活ではあり得ないできごとだったと言う。
結び
　農村での聞き取り調査の事例を中心に取り上げ，高度経済成長期の食生活の変化と共に，人々が
それまでは食べてきたもの，肥料として使ってきたものを「ビシャル（捨てる）」ことと正面から
向き合わねばならなくなった事実について考えた。この時期，自給作物を大量に食べていたにも拘
らず，上水道敷設やバキュームカーの登場により，農と食を結ぶ循環システムが大きく変わり始め
ていた。
　「捨てる」と言う行為が実体化する一方，その方法（捨て方）はより複雑な意識を反映するもの
となった。現在，「食べられるもの」の廃棄は，白昼堂々とまかり通っている。しかし，昭和40年
代の「捨てる」は，「後ろめたさ」と共にあり，常に控えめであった。話者の一人は畑に生活排水
を「捨てる」という表現を慎重に避け，「畑に返す」と表現している。また，学校給食で不人気の
脱脂粉乳や家庭で調理に手間がかかる間引いたゴボウも，常に「こっそりと」秘密裏に捨てられて
いた。
　これに対し，食べものが世の中に溢れ始めたこの時期に，「食べものを捨てないための知恵」「食
べものをつくるための〈手間〉」に対する記憶やイマジネーションの退化が，都市へ他出した家族
から広がり始めている。故郷から送られてきた「食べきれないもの」を保存・加工するよりも，「捨
てる」ことによりリセットする「合理性」を受け入れざるを得ない状況が生まれつつあった。高度
経済成長期の農村における「捨てる」ことへの意識と，都市のそれとの間の落差は，住宅環境の変
化と共に，「食べものの入手方法」に対する考え方（農村では基本的に購入するよりも自分で「作る」
ものだ，と言う考え方が主流だった。）の違いが，大きな影響を及ぼしたものだと考える。
　現在のN集落の食生活を見ると，リサイクル活動が活発化し，本稿にも出てきたコンポストに
よる生ごみの再利用や堆肥の活用なども含め，必ずしも「捨てる」一辺倒という訳でないことは言
うまでもないし，現代社会において「後ろめたさ」が皆無になった訳でもない。しかし，「食べら
れるもの」を捨てる人の数が，圧倒的に多い現実は否定できないだろう。
　「高度経済成長期」と言う，それ以前には考えられぬような物質的豊かさを享受した時代に，人々
は「捨てる」ことに正面から向き合わねばならなくなった。
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The　Meaning　of“Bisharu”（T㎞owing　Away）Food：Case　Study
of　a　Rllral　Vi皿age　du血g　a　Period　of　Rapid　Economic　Growth
HuRuIE　Harumi
　　The　present　paper　uses　a　case　study　of　interviews　in　a　rural　village　in　Nagano　prefecture　to　focus
on　ways　in　v由ich　values　regarding　throwing　things　away（referred　to　in　the　local　dialect　as“bisharu”）
changed　during　a　period　of　rapid　economic　growth，　even　beginning　to　affect　eating　habits．　At　that
time，90％of　food　needs　were　met　by　the　use　of　garden　plots（kitchen　gardens），with　a　seH二suf且cient
1江estyle　still　maintained．　However，　the　se聾sufficiency　system　began　to　crumble，　with“edible　food”
being　thrown　away　at　home　and　from　school　lunches，　and　with　the　demise　of　the　use　of“valual）1e”
fertilizer　which　had　been　brought　to　the　field　by　the　villagers　for　fbod　production．　Waste　water　and
sewage　from　household　kitchens，　bathrooms　and　toilets，　c㎜e　to　be　collected　by　hygiene　trucks
（vacuum　cars），and　became“annoying”waste　disposed　of　in　the　corner　of　a丘eld．
　　　While　the　act　of“throwing　away”became　a　reality，　the　method（the　way　of　throwing　away）
reflected　a　more　complex　consci皿sness．　At　present，　the　disposal　of“edible　food”in　homes，　snacks　or
eating　out　is“unashamedlゾpushed　through　using廿1e　rationale　of　us（＞by　dates．“Disposa1”is　even　a
legally　regulated　duty　In　the　1960s　to　mid・1970s，　however，“throwing　away”was　equated　with“guilty
conscience”，　and　was　always　minimized．　One　informant　carefully　avoided　the　expression“throwing
away”waste　water　on　the　fields，　using　the　expression“returning　to　the五eld”instead．　Similarly，
skimmed　milk，　which　was　unpopular　in　school　lunches，　and　burdock，　which　is　time－consuming　to
prepare　at　home，　were　always　thrown　away‘‘in　secret”when　n（卜one　was　looldng．
　　　On　the　other　hand，　during　this　period　in　which　food　began　to　be　much　more　abundant，　there　was
an　atrophying　of　memory　and㎞agina60n　hl　respect　to　the‘Msdom　not　to　throw　away　fbod”and“eflbrt
required　to　make　fbod”，　which　spread丘om　family　members　who　had　moved　to　the　city　Rather　than
preserving　or　processing　food也at　had　been　sent　from　rural　hometowns　and　was‘‘too　much　to　eat　up”，
there　was　growing　support　for　the“rationaUtジof“throwing　awaゾas　a　means　of　reset6ng　the　balance．
It　can　be　assumed　that　the　existence　or　non－existence　of　actual　contact　with　the　earth　in　everyday　Ufe
played　a　malor　role　in　the　gap　between　concepts　of“throwing　away”in　the　village　and　the　city　during
the　period　of　rapid　economic　growth．
Key　words：aperiod　of　rapid　economic　growth，　eating　habits　hl　a　rural　village，　throwing　away五）od，
changes　in　at廿tude
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